平成２８年６月教育委員会会議（定例会）会議録
１　日　時　　平成２８年６月２８日（火）午後２時００分～午後３時２３分
２　場　所　　所沢市役所６階　６０２会議室
３　出席者         内藤隆行教育長

［委　員］大岩幹夫教育長職務代理者、吉本理委員、中川奈緒美委員、
寺本彰委員、清水国明委員
　　　　 ［事務局］美甘寿規教育総務部長、田中和貴学校教育部長、師岡林教育総務部次長、堺俊彦学校教育部次長兼学校教育課長、木村立彦文化財保護担当参事兼文化財保護課長、市川雅美教育総務課長、深谷康博教育総務課主幹兼教育企画室長、末廣和久教育施設課長、安田幸雄社会教育課長、海老沢康子スポーツ振興課長、倉富恵理子生涯学習推進センター所長、中村まさみ所沢図書館長、結城尊弘学校教育課教育指導担当主幹兼健やか輝き支援室長、川上一人保健給食課長、米澤三八子教育センター所長
　　　　　［書記］ 青木穂高教育総務課主査、名雪晋祐教育総務課主任
４　前回会議録の承認
５　会議の傍聴者　なし
６　開　会　　　本日の議案は、議案第６号から議案第７号までの２件。
７　議　題
●議案第６号　所沢市スポーツ推進審議会委員の委嘱について
資料に則り、海老沢スポーツ振興課長から以下のとおり説明がなされた。

所沢市スポーツ推進審議会委員は、「所沢市スポーツ推進審議会条例」第２条により、教育委員会が委嘱するとあり、また第３条でその任期は２年となっており、今年度改選期にあたることから、改めて委員を委嘱するものである。なお、今回の任期は、平成２８年７月１日から平成３０年６月３０日までである。　
また、今回の委員候補者は名簿のとおりである。１号委員は、知識経験者であり、早稲田大学や所沢市体育協会、所沢市スポーツ推進委員会などスポーツ関係団体から推薦のあった方たちを候補者に選出している。また、２号委員は公募による市民委員で、今回応募のあった５人の中から、公開抽選により３名を選出した。

なお、審議会での内容に関しては、前任期期間においては、「学校施設の開放について」、「所沢市スポーツ推進計画の策定について」を審議していただき、今期は、「次期所沢市スポーツ推進計画の策定」、「体育施設の使用料見直し」「東京オリンピック・パラリンピックの開催に向けた取組み」等についての審議を予定している。

以下、質疑。
(寺本委員)
２号委員の公募は抽選ということですが、この方たちの経歴などは分かります

か。

（海老沢スポーツ振興課長）

　  ２号委員３名のうち、１人目は、警察に務めていた経歴があり、市民武道館を

定期的に利用して剣道に取り組んでいる方です(６８歳)。２人目は、銀行に勤務
していた経歴があり、定期的に市民体育館のトレーニング室を利用している方で
す(６８歳)。３人目は、大学で体育を専攻し、現在、高校で体育教師をしている
方です(６０歳)。
(寺本委員)
抽選により公平性を保つという考えは理解できるが、スポーツ推進に関する審議を行う委員であるため、それなりの知識や経験を持った方や幅広い年齢や性別の方に委嘱されるべきだと思うのですが。

(海老沢スポーツ振興課長）

今回、公募の募集の仕方に関して、スポーツの知識・経験のある方、所沢市に１年以上在住の方、２０歳に達している方などの要件を設けています。前回は公募で３０歳代の方がおりましたが、今回は応募がありませんでした。また、前回は２名の女性の応募がありましたが、今回は応募がありませんでした。
（美甘教育総務部長）

公募に関しては、「所沢市市民参加を進めるための条例」というものがありまして、各審議会で市民の声を広く聞くということが定められています。それに基づいて、市民の中で関心のある方に、このような場に参加して意見を述べていただく道を開いているということであります。公募の方法として、無作為抽出で手紙を送付しているという場合もあり、知識・経験を問わず、広く道を開くという趣旨もあります。
（吉本委員）

定員は決まっていますか。
(海老沢スポーツ振興課長）

「所沢市スポーツ推進審議会条例」において、委員は１５人以内をもって組織することとなっています。
(吉本委員）

１号委員の肩書きが、偏らないように考慮していただけるとより良いかと思います。

(海老沢スポーツ振興課長）

今後、検討していきたいと思います。

(中川委員）

定員が１５名のところ、現在１２名となっているようですが、理由があるのでしょうか。

(海老沢スポーツ振興課長）

今後、審議を進めていく上で、例えば、医師会の医師が必要になった場合に、選出するなどの可能性があるため、余裕をもたせた人数にしてあります。

※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。
●議案第７号　所沢市立学校給食センター運営委員会委員の解嘱及び委嘱について
資料に則り、川上保健給食課長から以下のとおり説明がなされた。
所沢市立学校給食センター運営委員会は、市の附属機関であり、学校給食センターの運営に関する事項を審議するために設置したものである。新年度になり、各委員を選出した組織の役員等の改選により、平成２８年６月３０日付けで６名を解嘱し、それに伴って、残任期間において新たに６名を委嘱するものである。
詳細について説明すると、１号委員で条例施行規則に規定されている学校の「校長」として、所沢市立小中学校校長会の各種研究団体のうち、学校食育研究会の役員が改選されたため、１名の解嘱、委嘱が行われた。２号委員で規定されている「給食（食育）主任」として、学校食育主任会での役職が改選されたため、２名の解職、委嘱が行われた。３号委員で規定されている「PTA会長」として、所沢市PTA連合会での委員が改選されたため、３名の解職、委嘱が行われた。新たに委嘱された６名は平成２８年７月１日から平成２９年６月３０日までの１年間の任期となる。
以下、質疑。

（寺本委員）
   自校給食の学校と給食センターを利用している学校があるが、１号委員に関して、
自校給食の学校からは選出されていないということはありますか。
（川上保健給食課長）

　　１号委員に関しては、自校給食の学校と給食センターを利用している学校の両方から選出されています。また、２号委員に関しては、小学校・中学校それぞれから選出していただいています。こちらは、２名とも給食センターを利用している学校からの選出となっています。
（寺本委員）
  　２号委員に関しては、給食センターを使っている学校から選出するという条件をつけているのでしょうか。

（川上保健給食課長）

　　そのような条件は設けていません。

（吉本委員）

　　学校医、学校薬剤師という区分が設けられているが、学校歯科医という枠は設置されないのでしょうか。

（寺本委員）
   給食に関係することであるため、学校歯科医も含まれるべきであると思います。

（川上保健給食課長）

　　所沢市医師会、及び学校薬剤師会から推薦していただいて委嘱していますが、次回改選時に、いただいた意見を参考にしていきたいと思います。

（内藤教育長）

　　定数は何名ですか。

（川上保健給食課長）

　　２０名です。

（寺本委員）
   新しい区分を設置し、歯科医の枠を作るべきであると思います。

（川上保健給食課長）

　　条例施行規則において、学校医という枠が定められています。

（寺本委員）
   ４号委員の学校医の枠を２名にして、そのうち１名を歯科医にするという運用を
したほうが良いと思います。
（美甘教育総務部長）

条例施行規則の中で、委員の条件として「知識経験者」や「市民その他の教育委員会が必要と認めた者」という項目も設けられているため、これらの枠を活用して委嘱することも可能であると思います。
(清水委員)
　 今度の東京オリンピックで使われる食材は、オーガニックのものに限られると聞いています。オリンピックアスリートに対して、農薬や化学肥料を使った食材は使えないそうです。また、日本で取れた魚に関しても、漁獲量の国際基準を守っていない国の魚は使えないということになっているようです。そういう話を聞いて、日本の食に危機を感じているところです。
　 そのような状況において、学校給食の食材を選定する際に、「無農薬や有機栽培のものを使うべきだ」などの意見を言う委員の方が入る枠はありますか。現状を維持していくのではなく、先を見据えた意見を言う人がいると、学校給食は変わっていくと思うのですが。
（川上保健給食課長）

委員の中に特別な枠を設けてはいませんが、学校の運営に関わる方、PTAや保護者の代表の方から意見をいただいており、現状でも様々な意見をいただく機会はあります。実際に、運営委員会では、低農薬の地元の食材を使うようにという意見をいただいています。
(清水委員)
学校の給食が、食育をリードしていく存在になっていったら良いなと思います。
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。
８　協議事項　平成２９年度所沢市立所沢第二幼稚園園児募集について
資料に則り、堺俊彦学校教育部次長兼学校教育課長より、以下のとおり説明がなされた。
日程以外は、昨年度と変更はなく、広報ところざわ９月号等で周知し、７０名の募集を行う。健康診断、親子面接を経て、１１月１１日に入園決定通知書を発送する流れとなっている。

平成２９年度入園の対象となる幼児数は、市全体で２，６２９人である。そのうち、通園範囲である荒幡・山口地区の対象幼児は１５８人である。通園範囲の地域幼児数に対して、実際に入園した幼児数から割り出した入園率に関しては、平成２６年度から平成２８年度の間で、一番高かったのが、平成２６年度で１４．６%であり、一番低かったのが、平成２８年度の１３．３%である。また、平均は１４．１%である。これらのデータから推計すると、平成２９年度新入園児数は、２１人から２３人の入園が予想される。
　　以下、質疑。

（中川委員）

　　過去３年間の新入園児数は、平均で２２名となっているが、７０名を募集している理由はあるのでしょうか。

（堺学校教育部次長）

所沢第二幼稚園全体の定員が１４０名であるため、２年保育の場合、７０名が定員となります。
(吉本委員）

　  幼稚園を維持していくにあたって、年間を通して、どれくらいの予算が使われていますか。

（堺学校教育部次長）

平成２７年度の保育料収入が５４７万２千円であるのに対し、人件費が３７６２万円、その他の経費が１９４７万７千円となっています。

(清水委員）

　  応募資格に「保護者が徒歩で送り迎えができること」、「通園時間は、幼児が歩いておよそ２５分程度であること」とあるが、保育園との違いは、そこだけでしょうか。

（堺学校教育部次長）

　　そのあたりが保育園との違いになってきます。徒歩の時間に関しては、幼児が身体的疲労を感じない程度で、幼児が歩き続けられる時間の限度が３０分ではないかという有識者からの意見により基準を定めています。
(清水委員）

新入園児が定員に満たないことが課題だとすると、応募資格を緩和したら良いのではないかという考えもあると思います。　
（内藤教育長）

所沢市のこれまでの方針として、保育園の増設に努力してきた経緯があります。幼稚園に関しては、民間幼稚園に任せて、民間でフォローできない地域を公立幼稚園で運営してきたという流れがあります。そのような経緯から、徒歩で通える範囲の地域から園児を募集しています。
　　また、幼稚園運営に係る全経費に対する園児数で割り出した園児一人に対する単価で比較すると、私立幼稚園に比べて、公立幼稚園運営に要する経費が相当に大きな額であることから、所沢市立幼稚園運営協議会にて、公立幼稚園２園は廃園が望ましいとの答申が出されました。それに基づいて、所沢幼稚園は平成２３年３月に廃園となった経緯があります。よって、所沢第二幼稚園も廃園の方向性が示されている状況ではあります。
(清水委員）

ここにしか通えないという市民がいるとしたら、残しておいた方が良いのではないかという気もします。
(吉本委員）
今のやり方で運営するとしたら、費用対効果を考えると廃園の方向でやむをえないと思います。先進的な取組を行う幼稚園として市全体から入園児を集めて新しい運営を行うということであれば、存続も可能なのではないかと思いますが、基本的には、幼稚園運営協議会の答申を尊重したいと思います。

(中川委員）
保育時間はどうなっていますか。

（堺学校教育部次長）

登園時間は８時５０分で、降園時間は１４時(水曜日は１１時３０分)となっています。

(中川委員）

費用対効果を考えると廃園の方向でやむをえないと思うが、存続させるのであれば、例えば、保育時間を長くするなど、保護者の負担を軽くする方針を取り入れると良いのではないかと思います。

(清水委員）

認定子ども園にするという考えはないのですか。

（内藤教育長）

民間の幼稚園がすでに多角経営を行い、認定子ども園を始めている状況もあり、この幼稚園に関しては、検討されていません。
(中川委員)

地域から第二幼稚園の存続に関して、意見が出たことはありますか。

（内藤教育長）

市長への手紙で、第二幼稚園の存続を求める声が届いたことはあります。

(寺本委員)
第二幼稚園を市立幼稚園として運営しなければならないという必然性をあまり感じません。
(中川委員)

現行制度で運営を続けるとすると、第二幼稚園は、すでに役割を終えていると感じます。
(大岩教育長職務代理者)

地域の幼児数に対して、新入園児が少ないということに関して、保育料が安価なのにもかかわらず、保護者が第二幼稚園を選ばないのはなぜなのか。保護者の色々な思いがあっての結果だとは思うが、市民の思いや地域の実態に沿った行政サービスを提供するのが市の役割だと思うので、新入園児が少ないという理由で、廃園という方向を持ち出すのはいかがなものかという思いがあります。
（内藤教育長）

限られた地域住民にのみの利益となると、全市民への利益を考慮した場合は、どうなのかという視点も必要になると思います。
(吉本委員)
答申が一度出ているので、答申が出て７年たった経過を見て、もう一度答申を出してもらうのか、教育委員会会議で廃止を決めるのか、何かしら判断の場をもって、そろそろ結果を出すタイミングに来ていると思います。
（内藤教育長）

公の機関を廃止するとなると、議会に条例を出す必要があります。条例の提出権限は市長にあるため、市長とも協議する必要が出てきます。この件については、また意見交換の場を持って、共通点を見つけてまとめていきたいと思います。

平成２９年度の園児募集に関しては、現行のとおり実施することとします。
９　報告事項

○所沢市教育委員会後援等名義使用許可について（教育総務課）
○所沢市教育委員会の６月から９月までの主な行事予定について(教育総務課)
　 ○平成２８年度所沢市教育委員会の事務事業に関する点検評価について
   （教育総務課）
○市民文教常任委員会による「今後の文化財保護のあり方に関する提言」に
ついて（文化財保護課）
○所沢市指定文化財の指定変更について（文化財保護課）
○第７回ところざわ星空フェスティバルについて（生涯学習推進センター）
１０　その他

・教育委員会会議７月定例会 ：７月２５日（月）午後１時３０分　　　　　　　　　　　　　
所沢市役所６階　６０２会議室

・教育委員会会議８月定例会 ：８月１９日（金）午後１時３０分　　　　　　　　　　　　　
所沢市役所６階　６０２会議室

１１　閉　会　午後３時２３分
